
令 和 ４ 年 度 事 業 報 告 書

自 令和 4年 4月 1日

至 令和 5年 3 月 31 日

学校法人  原 学 園



学校法人原学園 令和４年度 事業報告書

（令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで）

Ⅰ．法人の概要

学校法人原学園は、西洋の服飾文化を日本国内に広めることを目的として昭和２３年東京都

に設立された原のぶ子アカデミー洋裁をその設立母体としております。その建学の精神は、

「社会に出て通用する人材の育成」を目的としたファッション専門教育および人間教育を

永続的に実施し、多くの有能な人材をファッション界に輩出することにより社会に貢献

すること。

という現在の教育理念に引き継がれており、ファッション分野の専門的な知識・技術の習得

だけに留まらず、人間性豊かな人材の育成に努めております。

１．設立年月日

昭和２８年３月３１日（昭和２８年４月７日法人登記）

２．設置する学校・課程・学科

専門学校 青山ファッションカレッジ（平成３年３月２２日設置認可）

  服飾専門課程 ファッションクリエーター科   （平成３年４月１日設置）※

  服飾専門課程 ファッションビジネス科     （平成３年４月１日設置）※

  服飾専門課程 スタイリスト・コーディネーター科（平成４年４月１日設置）※

  服飾専門課程 ファッションモデル科      （平成２０年４月１日設置）

  （注）ファッションモデル科は令和５年４月１日からファッションテック科に学科変更しております

  服飾専門課程 ファッションクリエーター専攻科 （平成２０年４月１日設置）

※「専門士」称号付与認可（告示）平成７年１月２３日

３．役員等の状況（令和４年５月１日現在）

理事長 江口 崇裕

理 事 瓜生 三郎  須子 信仁  植野 穣  江口 智彬

監 事 河邑 順次  大澤 慶和

評議員 江口 崇裕  他 10 名

４．教職員の概要（令和４年５月１日現在）

教 員  本務 8名 兼務 36 名

職 員  本務 3 名



５．入学定員・学生数の状況（令和５年４月１日現在）

                １年生     ２年生 計

ファッションクリエーター科      7名  4名   11名

ファッションビジネス科      13名 25名    38名

スタイリスト・コーディネーター科 12名  13名    25名

ファッションテック科       7名         7名

ファッションクリエーター専攻科    7名           7名

        合  計      46名 42名     88名

６．設置する学校等の所在地

学校法人本部、専門学校 青山ファッションカレッジ

〒107-0061 東京都港区北青山 3－5－17

Ⅱ．事業の概要

１．令和４年度の運営状況

新型コロナウイルスの断続的な感染拡大が続く中、リモートでの学生募集活動を実施する

など対策を講じたものの、ファッション業界の業績不振などの負の要因が重なり、令和５年

度の新 1 年生は 46 名（前年比 79%）となりました。また、新 2 年生は一部の学生が経済的理

由・学業不振・進路変更により減員となり、進級者は 42 名となりました。

教務面では、学生による授業評価の結果、全授業科目平均で「満足している」61%、「やや

満足している」24%、合わせて満足傾向比率は 85%（前年度 77%、前々年度 74％）となりまし

た。本校では「授業満足度の向上」を最優先事項と位置づけ、実務経験豊富な教員を増強す

るなど、授業内容の充実に努めております。

就職に関しては、新型コロナウイルスの影響で採用活動を休止していた企業の多くが採用

を再開したため、就職率は 95％（前年度 82%）となりコロナ禍以前の水準まで回復しました。

検定試験に関しては、各検定の合格率は以下のとおりとなりました。

・パターンメーキング技術検定（3 級 50%、2級 100%）

・ファッションビジネス能力検定（3級 57%、2級 50%）

・ファッション販売能力検定（3 級 78%、2 級 50%）

・ファッション色彩能力検定（3 級 95%、2 級 50%）

・洋裁技術認定（初級 100%）



学校運営面では、自己点検・評価、学校関係者評価を継続実施し、自己点検・評価報告書、

学校関係者評価報告書を作成しました。前年度に引き続き、令和４年度も新型コロナウイル

ス感染防止対策を講じた上で対面授業を継続実施し、学内でのクラスターを出すことなく、

当該年度に予定したカリキュラムを終了しました。

広報面では、志願者へのより的確な情報提供を行うために、学校案内パンフレットとホー

ムページとの連動を図るとともに、ＳＮＳを活用した校内情報の発信に努めています。また、

月１回以上のオープンキャンパスの開催や、随時参加できる学校見学の実施などにより、志

願者の皆さまにより深く学校を知っていただく機会を重視し、コロナ禍に対応してリモート

学校説明会やリモート面談を行うことで、利便性向上に努めています。

設備面では、学務管理クラウドシステムを稼働させたほか、次年度に向けてＣＡＤ（クレ

アコンポ II）及びカッティングプロッター、Ａ０スキャナーの旧型から新型への入れ替えを

実施し、プロジェクターの補充、パソコン・ミシンのメンテナンスを行うなど、随時、学校

設備の補強・維持管理に努めております。

２．その他の事項

（１）インターンシップの実施

 企業等の現場で仕事を体験することにより、より実践的な知識・技術を習得するととも

に、就職に対するモチベーションを高めることを目的としてインターンシップを実施してい

ます。令和４年度も前年に引き続き、新型コロナウイルスの影響で休止となったインターン

シップもありましたが、安全対策を講じた上で、雑誌等の撮影現場でのスタイリストアシス

タント実習、染色企業実習、衣装（テレビ局）実習および、ファッションモデル科の学生の

ファッションショー実習などを実施しました。

（２）立地を活かした授業の実施

 本校の位置する青山・表参道・原宿エリアは日本を代表するファッションの街であり、

その恵まれた立地・環境を活かし、校外に出て店舗や往来者のリサーチを行う授業を多く実

施しています。その中の一つである「市場調査」の授業では、調査・分析した結果を「最新

ファッションレポート」としてまとめ、毎年継続してホームページで情報発信することで、

生きたファッションを学習するとともに、実社会で通用する調査・分析・伝達手法の習得を

目指しています。



（３）ファッションテック科の開設

 ２０２３年３月３１日をもってファッションモデル科を終了し、学科変更により、２０

２３年４月１日からファッションテック科を開設しました。

ファッションモデル科のカリキュラムの一部はスタイリスト・コーディネーター科に引き継

がれています。

（４）令和４年度新型コロナウイルス感染予防対策（令和５年度から大幅に緩和しています）

・ラッシュアワーを避ける時差登校（10 時授業開始）

・毎朝玄関での検温

・入口での手のアルコール消毒

・全員マスク着用

・教室の窓・ドアを開けて換気

・密を避ける席の間隔

・空気清浄機・サーキュレーターの設置

・毎日行う教室の消毒

・使用するたびにパソコンのキーボードを消毒

・啓蒙ポスターの校内各所への掲示

Ⅲ．財務の概要

・令和４年度資金収支計算書 ＞＞＞（PDF）

・令和４年度事業活動収支計算書 ＞＞＞（PDF）

・令和４年度貸借対照表 ＞＞＞（PDF）

・令和４年年度財産目録 ＞＞＞（PDF）

・令和４年度監査報告書 ＞＞＞（PDF）

Ⅳ. 役員名簿（令和５年５月１日現在）

理事長 江口 崇裕

理 事 須子 信仁  植野 穣 高野子 雅彦 江口 智彬

監 事 大澤 慶和 十亀 雄介

https://afc.ac.jp/cms/wp-content/themes/afc/assets/pdf/pl1.pdf
https://afc.ac.jp/cms/wp-content/themes/afc/assets/pdf/pl2.pdf
https://afc.ac.jp/cms/wp-content/themes/afc/assets/pdf/bs.pdf
https://afc.ac.jp/cms/wp-content/themes/afc/assets/pdf/zaimok.pdf
https://afc.ac.jp/cms/wp-content/themes/afc/assets/pdf/kanho.pdf

